
集
落
の
教
科
書

京
都
府
亀
岡
市
東
本
梅
町

良いことも

そうでないことも

ちゃんと伝えたい



農
道
は
子
ど
も
の
さ
ん
ぽ
道
。
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東
本
梅
町
全
体
の
情
報

区
ご
と
の
情
報

消えつつあるルール

消 え つ つ

改善に向け考え中

考
え
中

集
落
の
教
科
書
の
読
み
方

ル
ー
ル
は
日
々
変
わ
る

こ
こ
に
記
し
た
の
は
２
０
２
０
年
３
月
時
点
の
ル
ー
ル
で
す
。
今
も

少
し
ず
つ
ル
ー
ル
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
東
本
梅

町
に
住
め
ば
、
一
緒
に
地
域
を
作
っ
て
い
く
仲
間
と
な
り
ま
す
。

人
か
ら
学
ぶ

こ
こ
に
書
き
き
れ
て
い
な
い
東
本
梅
町
の
魅
力
や
習
慣
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
地
域
に
住
む
人
々
か
ら
話
を
聞
き
、
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
、
生
活
の
知
恵
を
学
び
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

ル
ー
ル
に
は
濃
さ
が
あ
る

集
落
の
ル
ー
ル
と
一
口
で
言
っ
て

も
、
守
る
べ
き
強
い
ル
ー
ル
か
ら
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
消
え
つ
つ

あ
る
ル
ー
ル
ま
で
、
色
の
濃
さ
に

違
い
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
の
濃

さ
の
基
準
を
示
し
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

慣例や風習

慣例や
  風習

ゆるいルール

ゆ
る
い

ル
ー
ル

強いルール

強
いル

ー
ル

団
体
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東
本
梅
町
は
、２
０
１
７
年
９
月
に※

移
住
促
進
特

別
区
域
の
指
定
を
受
け
、
移
住
希
望
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

穏
や
か
で
優
し
い
人
が
多
く
、
家
族
で
生
活
す
る

の
に
最
適
な
自
然
と
住
環
境
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
自
分
が
子

育
て
を
す
る
と
き
に
帰
っ
て
き
た
く
な
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
〝
森
の
自
然
ほ
い
く
え
ん
東
本

梅
（
４
月
よ
り
「
森
の
自
然
こ
ど
も
園
東
本
梅
」
に

改
名
）サ
ポ
ー
ト
隊
〟
を
結
成
す
る
な
ど
、
未
来
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

※移住促進特別区域 ： 移住促進を積極的に行う覚悟が認
　　められ、 京都府知事から指定を受けた地域のことです。

＜東本梅町データ＞ 

人口 ： ５２５人

世帯 ： ２４５世帯

面積 ： ８.６４㎢
２０１９年 12 月 1 日時点

東
本
梅
の
未
来
に
向
け
て

上空からみた東本梅町。 中央を流れるのが本梅川
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南丹市

京都市

京丹波町

亀岡市

綾部市

福井県

滋賀県

兵庫県

大阪府

福知山市

宇治市

舞鶴市

東
本
梅
町
は
こ
こ
に
あ
る

東
本
梅
町
は
、
亀
岡
市
の
西
端
に
あ
り
、

広
く
開
け
た
空
と
半
国
山
の
も
と
、

美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
農
村
地
域
で
す
。京都府

日本海

保津川

東本梅町

桜塚クリーンセンター

372

423

９

桜塚クリーンセンター

亀岡市

半国山半国山
文文

育親中育親中

亀岡市立病院亀岡市立病院

宮前診療所宮前診療所

湯の花温泉湯の花温泉

文文青野小青野小

森の自然こども園
東本梅

森の自然こども園
東本梅

千代川IC

沓掛IC

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

地球環境子ども村地球環境子ども村

亀岡市役所亀岡市役所亀岡運動
公園

亀岡運動
公園

京都中部総合医療センター京都中部総合医療センター

愛宕山愛宕山

老ノ坂峠老ノ坂峠

亀岡
京都スタジアム京都スタジアム

馬堀

保津峡

並河

千代川

八木

ガレリア
かめおか
ガレリア
かめおか

嵯峨嵐山
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青野小学校

コンビニ

宮前診療所

東本梅ふれあいセンター　森の自然こども

園東本梅

赤熊公民館

日慈谷神社

半国山ハイキング道

薮田神社

勝手神社

大内神社

富家稲荷神社

中野ふれあいセンター
（中野公民館）

中野八幡神社

東本梅グラウンド

赤熊大池

東大谷集会所

浄光寺

あせびの郷クラブハウス

松熊集会所

大内営農センター
（大内公民館）

音羽の滝

音羽川

本梅川

消防分団二班詰所

赤熊営農センター

公園

惶根神社

光明寺

宮前駐在所宮前郵便局

旧赤熊ロードパーク

東本梅町地図
Ｇｏｏｇｌｅマップ

街
道
沿
い
に
栄
え
た
集
落
群

東
本
梅
町
は
、古
く
か
ら
篠
山
街
道
に
よ
り
栄
え
、多

く
の
店
が
立
ち
並
ぶ
地
域
で
し
た
。１
９
５
９
年
、東

本
梅
村
が
２
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、若
森
、南
大
谷
地

域
が
園
部
町
へ
と
編
入
し
、今
の
東
本
梅
町
地
域
が

亀
岡
市
と
合
併
し
ま
し
た
。現
在
の
東
本
梅
町
は
、７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
に
よ
り
構
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
５
３
０
人
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
な
町
で
す
。

500ｍ

東本梅町

372

千代川駅
5分

東本梅町

10分

15分 千代川
IC

京都南
IC

27分

大阪国際（伊丹）
空港

50分

亀岡駅
25分

25分

京都駅園部駅
9分

大阪駅

30分

15分

60分

＜京都や大阪に出やすい立地＞
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風
水
害
が
少
な
く
て
安
心

集
落
は
海
抜
高
度
１
７
０
～
１
８
０
ｍ
に
あ

り
、
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
あ
る
も
の
の

谷
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
い
た
め
、大
雨
の
時
に

も
集
落
に
流
れ
込
む
水
量
は
甚
だ
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
異
常
気
象
の
際

も
近
隣
の
地
域
で
は
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
当
地
で
は
床
上
浸

水
の
被
害
は
無
し
。
周
囲
の
丘
陵
が
風
よ
け

に
な
る
の
か
、
風
に
よ
る
被
害
も
出
て
い
ま

せ
ん
。

●収容避難所　亀岡市が開設する避難場所です。

　　 ・ 東本梅町ふれあいセンター

　　 ・ 森の自然こども園東本梅

●一時避難場所　一時的に自主避難する場所です。

　　 ・ 赤熊公民館 ・ 中野ふれあいセンター

　　 ・ 東大谷集会所 ・ あせびの郷クラブハウス

　　 ・ 大内営農センター ・ 東本梅町グラウンド

　　 ・ 松熊集会所

 　

 
半
国
山

 　

 

半
国
山
は
、東
本
梅
町
の
シ

 　

 

ン
ボ
ル
で
す
。ま
た
地
域
住

 　

 

民
だ
け
で
な
く
、日
帰
り
登

 　

 

山
に
最
適
な
こ
と
か
ら
、登

 　

 

山
家
に
も
愛
好
さ
れ
て
い

 　

 

ま
す
。

 　

 

頂
上
か
ら
は
、丹
波
、播
磨
、

 　

 

摂
津
の
三
つ
の
国
の
半
分

 　

 

が
見
え
た
と
い
う
名
前
の

 　

 

由
来
ど
お
り
、四
方
遥
か
遠

 　

 

く
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。赤
熊

 　

 

か
ら
登
る
コ
ー
ス
は
約
５

 　

 

km
。
２
時
間
ほ
ど
で
山
頂
に

 　

 

た
ど
り
着
き
ま
す
。

四
方
遥
か
遠
く
を
見
渡
せ
る
半

国
山
の
山
頂

 　

 

音
羽
川
・
音
羽
の
滝

 　

 

音
羽
川
の
水
は
、
本
梅
川
、

 　

 

保
津
川
、
京
都
嵐
山
を
通

 　

 

り
、淀
川
と
な
っ
て
大
阪
湾

 　

 

に
注
い
で
い
ま
す
。

 　

 

渓
谷
に
は
滝
が
点
在
し
、最

 　

 

も
落
差
が
あ
る
も
の
は
12
ｍ

 　
 

で「
音
羽
の
滝
」と
呼
ば
れ
、

 　

 
光
に
反
射
す
る
水
し
ぶ
き

 　

 
が
幻
想
的
で
す
。ま
た
水
は

 　

 

透
明
で
美
し
く
、前
は
酒
造

 　

 

り
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

 　

 

し
た
。こ
の
恩
恵
を
受
け
て

 　

 

育
つ
お
米
や
野
菜
は
と
て

 　

 

も
美
味
し
い
と
評
判
で
す
。

自
然
保
育
サ
ポ
ー
ト
、
音
羽
川
で

子
ど
も
達
が
川
遊
び

 　

 

森
の
自
然
こ
ど
も
園

 　

 

東
本
梅

 　

 

亀
岡
市
立
東
本
梅
保
育
所

 　

 

が
、２
０
１
９
年
に
豊
か
な

 　

 

自
然
を
活
か
し
て
京
都
府

 　

 

下
初
の
公
立
自
然
保
育
園

 　

 

と
な
り
、更
に
２
０
２
０
年
、

 　

 

よ
り
多
く
の
方
が
通
え
る

 　

 

「
森
の
自
然
こ
ど
も
園 

東

 　

 

本
梅
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ

 　

 

り
ま
し
た
。

 　

 

町
民
有
志
が
中
心
と
な
り
、

 　

 

野
外
活
動
等
、自
然
保
育
の

 　

 

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

 　

 

ま
す
。

森
の
自
然
こ
ど
も
園　

東
本
梅
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東
本
梅
町
自
治
会

自
治
会
は
市
役
所
の
下
請
け
機
関
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
民
意
思
に
よ
る
自
治
を
推
進
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
な
決
め
事
や
、取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、町
民
か
ら
の
自
治
会

費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

会長

自治会会務の総括

〈兼務する役職〉

・ 亀岡市自治委員

・ 東本梅町自主防災会会長

・ 東本梅町青少年育成協議会会長

・ こども園サポート隊「わの会」代表

役割

副会長
（次期会長）

会長補佐

職務代行者

副会長

役職名

会計

役
員
の
決
め
方

次
期
自
治
会
役
員
は
、
区
長
会
で

候
補
者
を
挙
げ
て
現
職
三
役
か
ら

打
診
し
ま
す
。候
補
者
の
在
す
る
区

の
区
長
と
共
に
候
補
者
に
要
請
し
、

区
推
薦
と
し
て
決
定
し
ま
す
。
そ

し
て
年
度
末
総
会
に
て
承
認
さ
れ

ま
す
。

自
治
会
三
役
員
は
任
期
２
年
で
す
。

役
員
に
よ
る
会
議

自
治
会
三
役
や
区
長
、※

各
団

体
長
に
よ
る
会
議
で
、決
め
事

や
連
絡
事
項
の
伝
達
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

自治会三役会
（随時）

出席 ： 自治会三役

定例区長会
（原則 月１回）

出席 ： 自治会三役

　　　　　 各区正副区長

各団体長会議
（4 月）

出席 ： 自治会役員

　　　　　 各団体長

通常総会
（４月、３月）

出席 ： 自治会役員のみ

【自治会事務所】（東本梅町ふれあいセンター内）

月曜日～金曜日　毎日午前９時～正午

℡０７７１ ・ ２６ ・ ２５０４

※ 各団体長 ： 各団体長会議に出席する福寿会長、体育振興会長、消防分団長、子

　　ども育成会長、防犯推進委員東本梅町代表、交通安全協会支部長、自治会女性

　　部長、コミュニティー推進委員、民生児童委員を総じて各団体長と呼んでいます。
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町
民
が
支
払
う
お
金

全
国
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、

東
本
梅
町
に
も
自
治
会
費
や

区
費
が
あ
り
ま
す
。ア
パ
ー
ト

で
い
う
共
益
費
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の

行
事
や
公
民
館
管
理
な
ど
に

使
わ
れ
る
大
切
な
お
金
で
す
。

自
治
会
費
や
区
費
の
ほ
か
に

も
、自
治
会
が
区
を
通
じ
て
委

託
徴
収
し
て
い
る
お
金
が
あ

り
ま
す
。

寄
付
意
味
合
い
の
も
の
は

自
己
判
断
で
す
が
、

基
本
全
員
が

支
払
っ
て
い

ま
す
。

強
いル

ー
ル

ゆ
る
い

ル
ー
ル

　　　　　　　移住を考えておられる方に注意していただきたいのですが、区費が安い

　　　　　　　から得、高いから損という単純なものではありません。区費が高いというこ

とは、その分取り組みをしているということです。単純な金額の差で判断せず、自

分に合った移住地を選んでいただけると幸いです。

【全町民に関係する支払】

自治会費　　　　　　　　　　6,000 円　　　　　自治会加入世帯 　年 3 回 2,000 円ずつ

消防費　　　　　　　　　　　　1,500 円　　　　　町内に持ち家等　　11 月頃

                                               がある世帯

体育大会協賛金　　　　　　500 円　　　　　町民　　　　　　　　　　　　9 月頃

子ども育成会費　　　　　　　600 円　　　　　町民　　　　　　　　　　　　5 月頃

体育振興会費　　　　　　　　800 円　　　　　町民　　　　　　　　　　　　5 月頃

社会福祉協議会費　　　　500 円目途　　町民　　　　　　　　　　　　9 月頃

日赤会員会費　　　　　　　　500 円目途　　町民　　　　　　　　　　　　5 月頃

緑の羽根 寄付　　　　　　　　　50 円目途　　町民　　　　　　　　　　　　5 月頃

赤い羽根 寄付   　　　　　　500 円目途　　町民　　　　　　　　　　　　10 月頃

歳末たすけあい 寄付　　　　400 円目途　　町民　　　　　　　　　　　　12 月頃　　　　　　　　　　　　

年額 対象者 備考

【区ごとで異なる支払】

赤熊区　　　　区費　　　　10,000 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 2 回 5,000 円ずつ　　

大内区　　　　区費　　　　13,000 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 1 回

松熊区　　　　区費　　　　10,000 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 2 回 5,000 円ずつ　　

中野区　　　　区費　　　　18,000 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 2 回 9,000 円ずつ　　

東大谷区　　区費　　　　13,500 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 3 回 2,500 円ずつ

生子田区　　区費　　　　　7,500 円　　　　区内の世帯　　　　　　年 3 回 2,500 円ずつ

あせび区　　区費　　　　　2,050 円　　　　家屋所有者　　　　　　他に組合管理費等を徴収

年額 対象者 備考

支払方法は各区のページ（18 ～ 31）を参照
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楽
し
み
ま
す
。　

８
月　

午

後
７
時
30
分
～
10
時※

年

度
に
よ
っ
て
日
時
と
も
に

変
更
あ
り　

東
本
梅
町
グ

ラ
ウ
ン
ド　

町
民
、
園
児
、

そ
の
他
ど
な
た
で
も　

自

治
会
役
員
、各
団
体
役
員
に

よ
る
夏
祭
り
実
行
委
員
会

が
一
ヵ
月
前

か
ら
準
備
を

し
ま
す
。

所

日

準

東
本
梅
町
の
行
事

町
民
の
親
睦
を
深
め
る
行
事
や

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
毎
年
恒
例

で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
を
紹
介

し
ま
す
。
日
時
や
場
所
な
ど
の

詳
細
は
、そ
の
都
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◎ 

区
ご
と
で
も
独
自
の
行
事
を

　

 

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

 

各
区
の
ペ
ー
ジ
（
18
～
31
）
を

　

 

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

凡例 所実施場所実施時間 参加対象実施月等日 担当者による準備等準

わ
く
わ
く
サ
ロ
ン

高
齢
者
た
ち
が
集
ま
り
、

体
操
や
鑑
賞
、
ゲ
ー
ム
、
食

事
な
ど
を
す
る
サ
ロ
ン
活

動
で
す
。　

６
月
、12
月
、２

月　

午
前
11
時
～
午
後
２

時
30
分　

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

65
歳
以
上
、自
治
会

三
役
、※

民
生
委
員　

自
治

会
三
役
、
民
生
委
員
、
福
寿

会
代
表
が
準
備
を
し
ま
す
。

所
日

準

１

も
ら
い
、地
域
の
課
題
や
要

望
事
項
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
会
で
す
。　

例

年
７
月　

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

自
治
会
役
員
、各
団

体
長　

各
区
長
、
各
団
体

長
か
ら
の
要
望
を
自
治
会

が
取
り
ま
と
め
、地
域
こ
ん

談
会
に
臨
み
ま
す
。

所

日

準

地
域
こ
ん
談
会

地
域
こ
ん
談
会
は
、亀
岡
市

市
役
所
幹
部
に
出
向
い
て

２

夏
の
夕
べ

夏
の
夕
べ
は
、
毎
年
８
月

に
開
か
れ
る
納
涼
祭
で
す
。

夜
店
や
花
火
、※

丹
波
音
頭

で
、に
ぎ
や
か
な
夏
の
宵
を

日

敬
老
の
集
い

長
寿
を
祝
う
催
し
が
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。　

９
月

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後

２
時　

京
都
・
烟
河（
湯
の

花
温
泉
）　

75
歳
以
上
、
自

治
会
三
役
、区
長
、女
性
部
、

民
生
委
員　

各
区
長
を
通

じ
て
対
象
者
に
連
絡
し
、自

治
会
が
取
り
ま
と
め
て
料

理
な
ど
を
手
配
し
ま
す
。

所

準

おしらせ情報
東本梅町ＨＰ

考
え
中
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※1 民生委員 ： 住民の生活状態を把握しサポートする “ 地域の見守り役 ” です。

※2 丹波音頭 ： 亀岡地域を代表する盆踊り音頭で、 毎年市役所で踊りの練習会も開かれます。

町
民
体
育
大
会

区
の
対
抗
戦
で
町
民
体
育

大
会
が
毎
年
開
か
れ
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
町
民
み
ん
な
が
集
う
行

事
で
す
。
雨
天
の
時
は
室

内
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

　

10
月　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時　

東
本
梅
町

グ
ラ
ウ
ン
ド　

町
民　

東

本
梅
町
体
育
振
興
会
、自
治

会
役
員
、各
団
体
役
員
に
よ

る
体
育
大
会
実
行
委
員
会

が
一
ヵ
月
前
か
ら
準
備
を

し
ま
す
。

所

日

準

ふ
れ
あ
い
祭
り

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は
、
展

示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、太
鼓
同
好
会

演
奏
、
地
元
野
菜
販
売
、
バ

ザ
ー
、
出
店
、
炊
込
み
ご
飯

ふ
る
ま
い
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。　

11
月　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時　

ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

町
民
、園

児
、そ
の
他
ど
な
た
で
も　

自
治
会
役
員
、各
団
体
役
員

に
よ
る
ふ
れ
あ
い
祭
り
実

行
委
員
会
が
一
ヵ
月
前
か

ら
準
備
を
し
ま
す
。 所

日

準

し
め
縄
づ
く
り

福
寿
会
と
東
本
梅
町
子
ど

も
育
成
会
の
共
催
で
毎
年

12
月
に
、し
め
縄
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち

は
福
寿
会
の
方
に
教
わ
り

な
が
ら
お
正
月
飾
り
を
手

作
り
し
、交
流
を
深
め
ま
す
。

　

12
月　

午
前
９
時
30
分

～
12
時
30
分　

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー　

福
寿
会
、子
ど

も
育
成
会　

福
寿
会
が
材

年
末
警
戒

空
気
が
乾
燥
し
、火
を
取
扱

う
機
会
が
多
く
、火
災
が
発

生
し
や
す
い
年
末
に
、町
内

を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま

す
。　

12
月
末
の
２
日
間

午
後
９
時
～　

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、消
防
分
団
二
班

詰
所
（
大
内
区
）　

自
治
会

三
役
、
自
主
防
災
会
、
消
防

分
団
、
防
犯
推
進
委
員

所

日

料
を
用
意
、育
成
会
が
お
菓

子
等
を
用
意
し
ま
す
。

日

所

準
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出
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

地
域
の
環
境
を
整
備
す
る
共
同

作
業
が
あ
り
、
所
属
や
役
職
に

よ
っ
て
は
出
役
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
亀
岡
市
役
所
な
ど
か
ら
協

力
要
請
や
動
員
依
頼
が
あ
っ
た

際
は
、な
る
べ
く
応
じ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

◎ 

区
ご
と
で
も
独
自
の
共
同
作

　

 

業
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

 

各
区
の
ペ
ー
ジ
（
18
～
31
）
を

　

 

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　

７
月　

自
治
会
三
役
、各

区
長

日

凡例 所実施場所実施時間 参加対象実施月等日 持参する物 その他他

外部機関から協力要請（動員）または参加案内がある事業等参

わ
る
市
内
の
５
団
体
に
よ

る
研
修
会
で
す
。　

自
治
会

三
役
当
番
区
正
副
区
長

　

大
踊
り
大
会

亀
岡
駅
前
で
開
か
れ
る
大

踊
り
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

　

８
月　

自
治
会
三
役
、

自
治
会
女
性
部
よ
り
数
名

参日

　

消
防
入
退
団
式

　

４
月　

消
防
分
団
員
、

自
主
防
災
会

日 参
　

光
秀
ま
つ
り

亀
岡
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

光
秀
ま
つ
り
で
、武
者
に
扮

し
て
行
列
に
参
加
し
ま
す
。

　

５
月　

自
治
会
三
役
、

当
番
区
正
副
区
長

日 参

総
合
防
災
訓
練

２
年
に
１
度
、土
砂
災
害
の

お
そ
れ
が
あ
る
危
険
箇
所

の
点
検
や
土
の
う
作
成
な

ど
の
総
合
的
な
防
災
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。町
で
の

強
いル

ー
ル

ゆ
る
い

ル
ー
ル

町
民
大
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備

　

９
月
末　

自
治
会
役
員
、

東
本
梅
町
体
育
振
興
会
役

員　

草
刈
り
機
、
鎌
な
ど

日

　

市
女
性
集
会

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
築
く
た
め
の
女
性
集

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

12
月　

自
治
会
女
性
部

数
名

参日

　

社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た

め
の
講
演
会
で
す
。　

７
月

　

自
治
会
三
役
、
当
番
区

正
副
区
長

日

参
　

五
者
合
同
研
修
会

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関

参

訓
練
終
了
後
、市
の
総
合
防

災
訓
練
に
自
主
防
災
会
代

表
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

東
本
梅
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
周
辺　

自
主
防
災

会
各
区
役
員

所
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京
都
亀
岡

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
折
り

返
し
地
点
に
て
給
水
係
を

し
ま
す
。　

12
月　

自
治
会

役
員
、
自
治
会
女
性
部
、
東

参

日

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

年
末
清
掃

　

12
月
末　

自
治
会
三
役
、

自
治
会
女
性
部　

東
本
梅

太
鼓
同
好
会
、
東
本
梅
料

理
グ
ル
ー
プ
の
有
志
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日

他

　

市
消
防
出
初
式

　

１
月　

自
治
会
三
役
、当

番
区
正
副
区
長

参日土
の
う
作
り

消
火
栓
点
検

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
備

蓄
す
る
た
め
の
土
の
う
作

り
と
消
火
栓
等
の
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

適
期

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

各
区
自
主
防
災
会
、町
自
主

防
災
会
、
消
防
分
団 日

所

地
域
情
報
の
受
け
取
り
方

行
事
や
出
役
に
関
す
る
案
内
は
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
概
ね
一
ヵ
月
前
の

定
例
配
布
日
（
毎
月
１
日
、
15
日

前
後
）
に
各
区
長
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ま
た
定
例
区
長
会
の
内
容
は
、
各

区
長
を
通
じ
て
各
区
民
に
伝
達

さ
れ
ま
す
。

【東本梅町自治会だより】

隔月発行。行事の様子や、まちの動きなどが

掲載され、各区を通じて自治会加入世帯に

届けられます。

おしらせ情報
東本梅町ＨＰ

【自治会ホームページ】

地域での暮らしの様子や行事、

こども園サポート隊「わの会」の

活動などがホームページで紹

介されています。

本
梅
町
体
育
振
興
会
役
員

　

東
本
梅
太
鼓
同
好
会
が

太
鼓
演
奏
で
ラ
ン
ナ
ー
に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

他
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京都丹波
直売所マップ

共
聴
ア
ン
テ
ナ

東
本
梅
町
で
は
、通
常
の
ア
ン
テ
ナ
だ
け
で
は

テ
レ
ビ
の
視
聴
が
で
き
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
に
は
、各
地
区
ご
と
が
管

理
す
る
共
聴
ア
ン
テ
ナ
に
加
入
す
る
か
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
等
の
契
約
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

各
地
区
ご
と
で
共
聴
ア
ン
テ
ナ
の
管
理
組
織

が
あ
り
、加
入
者
は
初
期
の
費
用
と
組
合
費
を

支
払
い
、テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
。

区名 初期費用 組合費 管理組織

赤熊区　　　　区内 ： 110,000 円　　　　　　

東大谷区　　新規居住 ： 160,000 円

大内区　　　　200,000 円　　　　　　　　　　　　現在徴収なし　　　大内アンテナ組合

中野区　　　　加入金 15,000 円　　　　　　 1,200 円 / 年　　宮川 ・ 中野テレビ共同受信施設組合

松熊区　　　　家屋の設備による　　　　　　　　3,000 円 / 年　　松熊テレビ共同受信施設組合

生子田区　　共聴アンテナなし。 各自が光回線のテレビ契約をしています。

あせび区　　加入費なし。 　　　　　　　　　　　　なし　　　　　　　　　　　馬酔木の郷管理組合
※管理費より拠出

2,400 円 / 年　　赤熊テレビ共聴組合

※接続工事は各自負担。

お
買
い
物

車
で
10
～
15
分
ほ
ど
の
距
離
に
ス
ー

パ
ー
マ
ツ
モ
ト
（
千
代
川
店
・
大
井

店
・
新
そ
の
べ
店
）が
あ
り
、ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も

数
軒
点
在
し
て
い
ま
す
。

土
・
日
曜
日
の
午
前
中
に
は
、「
宮
川

朝
市
と
れ
た
て
市
場
」
、「
ふ
る
さ
と

丹
波
路
」
を
は
じ
め
、沢
山
の
朝
市
が

開
か
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
お

気
に
入
り
を
探
す
の
も
楽
し
い
で
す
。

一
番
近
い
コ
ン
ビ
ニ
は
宮
前
町
宮
川

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
。
そ
の
ほ
か

地
元
農
家
の
無
人
販

売
所
も
あ
り
ま
す
。
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農
地
は
み
ん
な
で
守
る
も
の

農
業
は
自
分
ひ
と
り
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
地
で
使
う
水
は
共
有
管
理
で
す
し
、

獣
の
侵
入
を
許
せ
ば
周
り
の
迷
惑
に
な
り
、

害
虫
が
発
生
す
れ
ば
隣
の
農
地
に
も
飛
ん
で
い
く
。

田
舎
の
美
し
い
田
園
風
景
は
、

み
な
が
き
ち
ん
と
草
を
刈
る
か
ら
保
た
れ
て
い
ま
す
。

農
地
の
取
得
者
や
耕
作
者
は
、

農
地
は
共
有
財
産
と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

農
家
組
合
（
区
ご
と
）

各
区
ご
と
に
農
家
組
合
が
あ
り
、地
域

の
農
業
全
般
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
所
有
者
や
耕
作
者
は
、農
家
組
合

へ
の
加
入
が
望
ま
れ
ま
す
。

農
地
面
積
に
応
じ
た
組
合
費
の
支
払

い
が
あ
り
、こ
の
お
金
が
施
設
の
維
持

管
理
や
運
営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
役
員
は
組
合
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、

正
副
組
合
長
と
会
計
の
他
に
地
域
に

よ
っ
て
は
、水
利
委
員
や
多
面
的
機
能

交
付
金
事
業
担
当
者
を
設
け
て
い
ま

す
。
主
な
役
割
は
、
交
付
金
の
申
請
、

水
稲
生
産
実
施
計
画
書
、営
農
計
画
書

の
取
り
ま
と
め
、亀
岡
市
や
JA
京
都
の

資
料
配
布
な
ど
で
す
。

あせび区から見た半国山方面

東
本
梅
営
農
組
合

東
本
梅
町
内
各
区
の
農
家
組
合
役
員

や
農
業
委
員
ら
で
構
成
し
、町
内
の
農

業
を
取
り
ま
と
め
、地
域
農
業
の
強
化

を
図
る
組
織
で
す
。

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

市
長
・
農
業
委
員
会
会
長
の
任
命
に

よ
り
、
農
地
法
と
農
業
委
員
会
法
に

関
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農

家
組
合
と
連
携
し
、
遊
休
地
の
発
生

防
止
と
解
消
、
貸
借
契
約
、
新
規
参
入

者
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

亀
岡
市
東
本
梅
町
土
地
改
良
区

土
地
改
良
区
と
は
、
い
わ
ゆ
る
土
地

改
良
事
業
を
す
る
農
業
者
組
織
で
す
。

東
本
梅
町
土
地
改
良
区
は
農
地
95
％

の
圃
場
整
備
完
了
に
合
わ
せ
設
立
し

た
農
家
１
５
７
人
に
よ
る
組
織
で
、

96 

ha
の
農
地
、
水
路
や
た
め
池
、
農
道

等
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　農地所有者や耕作者によっては、組合費や水利費、

　　　　　　　土地改良費などの支払い義務があります。地域に

よって金額や支払方が異なりますので、詳しくは各組合長に

お尋ねください。
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※1　サイレン吹鳴 ： 毎月１日午前７時に消防団によってサイレンが鳴らされます。

※2　民生委員 ・ 児童委員 ： 高齢者を支える民生委員と、児童等を見守る児童委員を兼務することが

　 　 　 多いです。

※3　西部地区 ： 亀岡市の西側にある東本梅町、宮前町、本梅町、畑野町をひとまとめにし、「西部地区」

　 　 　 と呼びます。

主
な
自
治
会
組
織
等

東
本
梅
町
に
は
自
治
会
の
ほ
か
に
、地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
す
る
組
織
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
は
主
だ
っ
た
組
織
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

東
本
梅
町
自
主
防
災
会

自
主
防
災
会
は
、自
治
会
三

役
と
各
区
正
副
区
長
の
計

17
人
で
構
成
し
、設
備
点
検

や
土
の
う
作
り
、年
末
警
戒

な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
区
単
位
の
自
主
防
災

会
も
あ
り
ま
す
。

体
育
振
興
会

町
民
の
体
力
向
上
と
親
睦

を
目
的
に
、ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
主
催
、ま

た
町
民
体
育
大
会
の
運
営

主
体
と
し
て
活
動
す
る
ほ

か
、亀
岡
市
で
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

民
生
委
員
・
児
童
委
員

※

西
部
地
区
に
お
い
て
東
本

梅
町
は
、３
人
の
委
員
が
担

当
さ
れ
、特
に
高
齢
者
や
児

童
等
の
見
守
り
を
さ
れ
な

が
ら
、相
談
・
助
言
の
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す

23

子
ど
も
育
成
会

地
域
に
根
差
し
た
健

全
な
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、町
内
の
小
・

中
学
生
約
30
人
と
そ

の
保
護
者
が
子
ど
も

育
成
会
を
組
織
し
、旅

行
や
空
き
缶
拾
い
、し

め
縄
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
活
動

を
支
え
る
た
め
、町
内

各
戸
か
ら
６
０
０
円

ず
つ
協
力
し
て
い
ま

す
。

消
防
団 

東
本
梅
分
団

消
防
団
は
、消
火
活
動
の
ほ

か
、
防
災
訓
練
や※

サ
イ
レ

ン
吹
鳴
な
ど
を
さ
れ
て
い

ま
す
。隔
年
の
操
法
大
会
の

年
は
、
５
～
７
月
の
間
、
週

２
回
程
度
、夜
に
２
時
間
の

訓
練
に
励
ま
れ
ま
す
。

1

東
本
梅
町
福
寿
会

お
よ
そ
65
歳
以
上
の
町
民

有
志
組
織
・
福
寿
会
で
は
、

社
会
奉
仕
活
動
や
友
愛
活

動
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
子
ど
も

達
と
の
交
流
事
業
を
さ
れ

て
い
ま
す
。会
費
は
年
１
０

０
０
円
。
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赤
熊
楽
暮
会

赤
熊
楽
暮
会
は
、多
く
の
人

と
仲
良
く
し
、面
白
い
こ
と

を
企
画
し
て
日
々
を
楽
し

く
す
る
た
め
、
郷
土
愛
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
、半

国
登
山
道
の
整
備
や
若
手

就
農
者
と
の
茶
話
会
、城
山

登
山
な
ど
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

現
在
、比
較
的
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
た
高
齢
者
７
人

が
所
属
。
各
活
動
へ
の
参

加
は
自
由
。
赤
熊
の
地
名

が
付
い
て
い
ま
す
が
、他
地

域
か
ら
の
参
加
も
可
能
で

す
。

あ
か
く
ま
ら
く
ぼ
か
い

※4　３B 体操 ： レクリエーション的要素が多く取り入れられた体操で、補助で使うボール、ベル、ベルター

　 　 　 の頭文字をとって３Ｂ体操と名付けられています。

※5　亀岡市食生活改善協議会（略称 食改さん） ： 食を通じて健康づくりの普及活動を行う協議会です。

食
の
会

※

亀
岡
市
食
生
活
改
善
協
議

会
委
員
と
し
て
、市
民
の
食

生
活
を
改
善
す
る
活
動
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。協
議
会

を
脱
退
後
は
、ふ
れ
あ
い
祭

り
で
炊
込
み
ご
飯
づ
く
り

を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 し
く
運
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
費
月
１
５
０
０
円
＋

保
険
料
年
６
０
０
円
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る
団
体

東
本
梅
町
に
は
、様
々
な
有
志
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
や
健
康
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
地
域
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
隊
「
わ
の
会
」

東
本
梅
町
や
宮
前
町
の
町

民
有
志
や
保
護
者
ら
で
、森

の
自
然
こ
ど
も
園
東
本
梅

サ
ポ
ー
ト
隊
「
わ
の
会
」
を

作
り
、園
児
が
活
き
活
き
と

活
動
で
き
る
よ
う
、野
外
保

育
の
見
守
り
役
や
フ
ィ
ー

ル
ド
提
供
な
ど
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
31
ゆ
り
の
会

京
都
府
の「
さ
わ
や
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
」の
認

定
を
受
け
、旧
赤
熊
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
で
花
づ
く
り
や
清

掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
活
動
は
月
１
回
（
第

４
土
曜
日
午
前
８
時
～
）

で
、
自
由
参
加
。

※

３
Ｂ
体
操
グ
ル
ー
プ

第
１
・
３
金
曜
日
に
、ダ
ン

ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
楽

4
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福
寿
会

手
芸
ク
ラ
ブ

手
芸
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
６

人
で
、月
１
回
２
～
３
時
間

の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
に
は
染
色
や
書
道
な
ど
、

会
員
個
人
の
得
意
技
を
教

え
合
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

JA
女
性
部 

JA
女
性
部
東
本
梅
支
部
は

月
１
回
ほ
ど
、手
芸
や
編
み

物
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
費
は
年
１
０
０
０
円 

＋

必
要
に
応
じ
て
。

福
寿
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

60
～
80
代
の
会
員
19
人
が
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。月
曜
と
木
曜
日
に
練

習
し
、磨
い
て
き
た
技
を
年

数
回
の
大
会
で
発
揮
さ
れ

東
本
梅
料
理
グ
ル
ー
プ

料
理
グ
ル
ー
プ
で
は
、
年

６
回
ほ
ど
料
理
教
室
を
開

き
、
会
員
間
の
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

現
在
、東
本
梅
町
在
住
の
女

東
本
梅
太
鼓
同
好
会

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
20
人
が
所

属
し
、
自
治
会
、
近
隣
へ
の

行
事
等
で
の
演
奏
、福
祉
施

設
へ
の
出
演
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
会
費
は
年
２
０
０

０
円
。

性
８
人
が
所
属
し
て
い
ま

す
。会
費
は
１
回
１
０
０
０

円
と
材
料
代
。

て
い
ま
す
。

会
費
は
月
１
０
０
０
円
。
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青野小学校

コンビニ

宮前診療所

東本梅ふれあいセンター　森の自然こども

園東本梅

赤熊公民館

日慈谷神社

半国山ハイキング道

薮田神社

普済寺

勝手神社

大内神社

富家稲荷神社

中野ふれあいセンター
（中野公民館）

中野八幡神社

東本梅グラウンド

赤熊大池

東大谷集会所

浄光寺

あせびの郷クラブハウス

松熊集会所

大内営農センター
（大内公民館）

音羽の滝

音羽川

本梅川

消防分団二班詰所

赤熊営農センター

公園

惶根神社

光明寺

372

旧赤熊ロードパーク

宮前駐在所宮前郵便局

・中野区  24ページ・中野区  24ページ

・松熊区  22ページ・松熊区  22ページ

７
つ
の
集
落
（
区
）

東
本
梅
町
は
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
７
区
の

自
治
組
織
が
あ
り
、
各
区
で

独
自
の
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

・大内区  20ページ・大内区  20ページ
・あせび区  30ページ・あせび区  30ページ

・赤熊区  18ページ・赤熊区  18ページ

・東大谷区  26ページ・東大谷区  26ページ
・生子田区  28ページ・生子田区  28ページ

500ｍ

東本梅町
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赤
熊
区
は
、京
都
百
名
山
の
一
つ
半
国
山
の
登
山
口
が
あ
り
、

60
戸
余
り
の
区
で
す
。の
ど
か
な
田
園
風
景
の
小
さ
な
盆
地
に

あ
り
、新
旧
の
住
民
が
互
い
に
助
け
合
う
平
和
な
集
落
で
す
。

　赤熊区

年
間
の
行
事

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

農
家
組
合
集
会

農
家
組
合
員
が
集
ま
り
、

年
間
の
事
業
説
明
を
行
い

ま
す
。　

４
月
末　

午
後

８
時
か
ら　

赤
熊
公
民
館

　

農
家
全
戸所

日

神
社
湯
立
て

日
慈
谷
神
社
で
湯
立
て
神

事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。　

９

月
上　

午
前
９
時
か
ら　

日
慈
谷
神
社　

氏
子
（
旧

区
民
）　

宮
世
話
役
と
講

の
代
表
者
５
人

日
所

準

初
集
会

前
年
度
の
事
業
報
告
や
年

間
の
抱
負
を
行
い
ま
す
。

　

１
月
１
日　

午
後
１
時

30
分
か
ら　

赤
熊
公
民
館

　

全
戸
各
１
人

日

所

区
の
夏
の
夕
べ

赤
熊
区
納
涼
祭
（
夏
の
夕

べ
）
で
は
、
太
鼓
同
好
会
の

演
奏
や
ビ
ン
ゴ
等
が
行
わ

れ
ま
す
。　

原
則
８
月
18
日

区
内
の
団
体

赤
熊
こ
ど
も
育
成
会

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
及
び
区
役
員
で
組
織
し
、

花
栽
培
、
清
掃
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
等
の
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
区
の
会
議
等

農
地
・
水
・
環
境
保
全
会

農
地
や
農
業
用
水
を
守
る

た
め
に
組
織
さ
れ
、活
動
や

出
役
は
区
民
全
員
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

彼
岸
の
道
づ
く
り

（
３
月
、９
月
）

区
内
の
溝
清
掃
等
を
実
施
。

　

彼
岸
の
中
日　

午
前
８

時
か
ら　

全
戸
各
１
人　

ク
ワ
な
ど　

３
月
は
、溝
清

掃
後
に
役
員
選
挙
を
実
施

日
　

午
後
６
時
か
ら　

赤
熊

営
農
セ
ン
タ
ー　

区
民　

今
後
続
け
て
い

く
か
を
検
討
中
。

日

所

他

考
え
中

■
区
民
の
出
役

本
梅
川
堤
防
草
刈
り

　

７
月
上　

午
前
６
時
30

分
か
ら　

全
戸
各
１
人　

草
刈
機
、
カ
マ
な
ど

日大
池
の
草
刈
り

　

９
月
上　

午
前
７
時
か

ら　

全
戸
各
１
人　

草
刈

機
、
カ
マ
な
ど

日

神
社
大
祓
い
（
年
２
回
）

日
慈
谷
神
社
で
大
祓
い
の

神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
末
、12
月
下　

年
に

よ
っ
て
変
わ
る　

日
慈
谷

神
社　

区
民　

宮
世
話
役

と
講
の
代
表
者
５
人

■
神
社
・
講
等
の
行
事

と
ん
ど

し
め
縄
や
も
ち
焼
き
等
を

行
い
、無
病
息
災
を
祈
願
し

ま
す
。　

１
月
15
日　

午

前
６
時
30
分
か
ら　

日
慈

谷
神
社　

区
民　

宮
世
話

役
と
講
の
代
表
者
５
人

日

所
準

花
ま
つ
り

３
月
15
日
釈
迦
の
入
滅
日
、

５
月
８
日
釈
迦
の
誕
生
日

に
お
供
え
を
す
る
祭
り
を

実
施
。　

赤
熊
霊
石
観
音
堂

　

誰
で
も　

区
民
の
当
番

所

準

日

所
準

施
し
ま
す
。　

８
月
18
日

　

赤
熊
霊
石
観
音
堂　

ご

家
族
、区
役
員

所

日

施
餓
鬼

初
盆
の
方
の
施
餓
鬼
を
実

他
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講  

組  

織

区別の情報

【赤熊区の役員】

区長

副区長

会計

班長 （全 9 班）

農家組合長

副農家組合長

女性部

役割 決め方 任期

選挙

選挙

選挙

組ごとの決め方

前副組合長

前任から指名

順番

区の統括

区の統括

区の統括

組の統括

農家の統括

農家の統括

自治会役員

1 年

1 年

1 年

1 年

2 年

2 年

2 年

役職

手
伝
い

葬
儀
等
の
手
伝
い
は
、
講

の
組
織
単
位
で
実
施
し
ま

す
。

※1　講 ： 相互扶助的な集まりの事です。地域によっては、講から代表者を出して伊勢神宮等に参拝（代

　 　 　 表参拝、代参とも）したり、お金を積み立てメンバーの有事に備えたりしています。

香
典

香
典
は
通
夜
か
葬
儀
当
日

で
、
金
額
は
ま
ち
ま
ち
。

香
典
返
し
・
粗
供
養

区
内
で
の
香
典
返
し
や
粗

供
養
は
、原
則
し
な
い
よ
う

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

情
報
の
伝
達

区
長
が
班
長
に
、
班
長
が

各
戸
へ
連
絡
し
ま
す
。

赤
熊
区
に
は
、昔
か
ら
続
い

て
い
る※

講
と
い
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。葬
儀
に
関
す
る

こ
と
や
墓
地
の
管
理
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

１

徴
収
の
方
法

赤
熊
区
民
は
区
費
等
を
、５

月
末
と
11
月
末
の
集
金
日

に
、赤
熊
公
民
館（
集
会
所
）

へ
持
参
し
ま
す
。

　
共
聴
ア
ン
テ
ナ
加
入
世
帯

は
、
テ
レ
ビ
共
聴
費
を
前

期
・
後
期
に
分
け
て
支
払

　
　
　

い
ま
す
。

　　
　
　

日
慈
谷
神
社
の
氏

　
　
　

子
世
帯
は
、
宮
費

　
　
　

を
前
期
・
後
期
に

　
　
　

分
け
て
１
５
０
０

　
　
　

円
ず
つ
支
払
い
ま

　
　
　

す
。

赤
熊
古
墳
群

赤
熊
に
は
、
直
径
10
ｍ
ほ
ど

の
円
墳
（
円
い
山
形
の
古

墳
）が
23
ヵ
所
確
認
さ
れ
て

お
り
、内
部
を
見
ら
れ
る
古

墳
も
残
っ
て
い
ま
す
。古
墳

群
は「
墓
地
周
辺
」「
登
山
道

沿
い
」「
西
の
大
池
周
辺
」の

３
ヵ
所
に
概
ね
分
布
し
て

い
ま
す
。
山
に
入
る
際
は
、

古
墳
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

葬
儀
の
こ
と

訃
報

喪
主
か
ら
講
親
へ
連
絡
し

た
後
、講
親
が
講
組
織
の
各

戸
へ
連
絡
し
ま
す
。

赤
熊
に
23
ヵ
所
あ
る
円
墳
の
一
つ
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凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月当 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

　大内区

年
間
の
行
事

区
内
の
団
体

子
ど
も
会

（
大
内
、
あ
せ
び
、
松
熊
合
同
）

子
ど
も
会（
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
が
所
属
）
で
は
、
集

団
登
校
の
見
守
り
や
夏
休

み
の
勉
強
会
、
親
睦
会
（
Ｂ

Ｂ
Ｑ
や
花
火
）
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、６
年
生
を
送
る
会
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。会
費
は

小
学
生
ひ
と
り
に
つ
き
年

３
０
０
０
円
。

区 

新
年
初
総
会

　

１
月　

午
後
７
時
30
分

か
ら　

全
戸
各
１
人

日

大
祓
い

罪
や
過
ち
、心
身
の
穢
れ
を

拭
い
清
め
新
年
を
迎
え
ま

湯
立
祭

釜
で
湯
を
煮
え
た
ぎ
ら
せ
そ

の
湯
を
用
い
て
神
事
を
執
り

行
い
、五
穀
豊
穣
や
無
病
息

災
を
願
い
ま
す
。　

９
月
第

１
日
曜
日　

正
午
か
ら　

大
内
神
社　

区
民　

宮
総

代
、
区
役
員
、
当
番
の
区
民

日

準

所

国
道
３
７
２
号
か
ら
少
し
離
れ
た
戸
数
50
戸
の
静
か
な
区
で

す
が
、近
年
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、若
い
世
代
の
新
規
就
農
者
の
移
住
も
あ
り
、希
望

を
持
っ
て
皆
で
協
力
し
な
が
ら
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

■
区
の
会
議
等

川
浚
え

水
路
脇
の
草
刈
り
や
土
砂

の
撤
去
な
ど
を
し
ま
す
。

　

４
月
第
４
日
曜
日　

午

前
８
時
～
正
午　

全
戸
各

１
人　

鎌
、
ス
コ
ッ
プ
、

ジ
ョ
レ
ン　

お
茶

日 道
作
り
（
３
月
）

農
道
へ
の
砕
石
敷
設
や
側

溝
の
ゴ
ミ
取
り
と
公
民
館

の
清
掃
。　

春
分
の
日
前

後
の
日
曜
日　

午
前
８
時

～
正
午　

全
戸
各
１
人　

草
刈
機
、
ス
コ
ッ
プ
、
ジ
ョ

レ
ン

日

■
区
民
の
出
役

　

秋
分
の
日
前
後
の
日
曜

日　

午
前
８
時
～
正
午　

全
戸
各
１
人　

草
刈
機
、ス

コ
ッ
プ
、
ジ
ョ
レ
ン

日百
燈
祭

百
本
の
蝋
燭
を
灯
火
し
、農

作
の
無
事
や
豊
作
を
願
い

ま
す
。　

７
月
１
日　

午

後
８
時
か
ら　

大
内
神
社

　

区
民　

宮
総
代
、
区
役

員
、
当
番
の
区
民

日

所

準

■
神
社
・
講
等
の
行
事

区 

年
度
末
総
会

次
年
度
役
員
の
選
挙
を
し

ま
す
。　

３
月
末　

午
後
７

時
30
か
ら　

全
戸
各
１
人

日

農
家
組
合 

総
会
（
年
２
回
）

　

年
度
末
総
会
３
月
末
、新

年
度
総
会
４
月　

午
後
７

時
30
分
か
ら　

農
家
全
戸

日区 

新
年
度
初
総
会

　

４
月　

午
後
７
時
30
分

か
ら　

全
戸
各
１
人

日

道
作
り
（
９
月
）

道
路
脇
や
池
堤
防
等
の
草

刈
り
と
公
民
館
の
清
掃
。

す
。　

12
月
第
３
日
曜
日　

午
前
11
時
頃
か
ら　

大
内

神
社　

区
民　

宮
総
代
、

区
役
員
、
当
番
の
区
民　

日

所

準
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区別の情報

【大内区の役員】

区長

副区長

会計

幹事

会計監査
　

女性部

役割 決め方 任期

選挙

選挙

選挙

前区三役

選挙

区長より依頼

区の管理運営責任

開発建設委員と保全隊役員を兼務

区長の補佐、 庶務

開発建設委員と保全隊役員を兼務

区の会計

区事業等の遂行

上半期と下半期に会計監査をし、
区長に報告する

自治会役員

1 年

1 年

1 年

1 年

1 年
　

1 年

役職

行
事
予
定
な
ど
は
基
本
、

全
戸
配
布
で
連
絡
し
て
い

ま
す
。状
況
に
よ
っ
て
は
組

ご
と
で
回
覧
版
を
回
す
こ

情
報
の
伝
達

※1 親戚株 ： 本家、分家の関係にある血縁の関係にある家を「親戚株」と呼びます。

※2 株内 ： 血縁関係の家の集まりを「株内」と呼びます。

徴
収
の
方
法

徴
収
は
年
に
２
回
あ
り
、

５
月
最
終
日
曜
日
に
自
治

会
か
ら
依
頼
さ
れ
る
自
治

　
　
　
　
　
　

会
費
等
、
９

　
　
　
　
　
　

月
最
終
日
曜

　
　
　
　
　
　

日
に
区
費
を

　
　
　
　
　
　

公
民
館
へ
持

　
　
　
　
　
　

参
し
ま
す
。

訃
報

訃
報
は
喪
主
→※

親
戚
株
と

寺
総
代
→
檀
家
（
区
民
）
の

順
で
伝
わ
り
ま
す
。檀
家
で

は
な
い
方
へ
の
伝
達
方
法

は
な
い
状
態
で
す
が
、こ
れ

か
ら
の
課
題
と
し
て
検
討

し
ま
す
。

葬
儀
の
こ
と

１

香
典

香
典
は
２
～
３
０
０
０
円

程
度
で
、告
別
式
当
日
の
早

朝（
午
前
７
時
頃
）、区
内
の

当
該
家
へ
お
参
り
す
る
際

香
典
返
し

区
内
で
の
香
典
返
し
は
、

し
な
い
よ
う
申
し
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

斎
場
へ
の
移
動

喪
主
が
バ
ス
を
手
配
し
、

区
か
ら
斎
場
へ
行
き
ま
す
。

手
伝
い

葬
儀
等
の
手
伝
い
は
基
本
、

※

株
内
で
し
ま
す
。

２

考
え
中

大内区

1組

【エリアの構成】

2組 3組 4組 5組 6組

と
も
あ
り
ま
す
。

に
渡
し
ま
す
。

農
業
・
農
地

区
内
在
住
の
農
地
所
有
者

や
耕
作
者
は
、農
家
組
合
へ

の
加
入
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
組
合
に
加
入
す
れ
ば
、ト
ラ

ク
タ
ー
バ
ケ
ッ
ト
の
借
用

（
１
時
間
５
０
０
円
）や
、堆

肥
舎
の
肥
料
を
使
用
で
き

ま
す
。

　
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い

こ
と
が
基
本
で
、各
水
系
水

路
の
掃
除
も
必
要
で
す
。ま

た
農
家
組
合
長
か
ら
草
刈

を
す
る
よ
う
指
導
を
受
け

て
１
週
間
後
に
刈
れ
て
い

な
か
っ
た
場
合
、草
刈
り
隊

（
仮
称
）
に
よ
る
草
刈
り
費

用
を
負
担
し
ま
す
。
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　松熊区

年
間
の
行
事

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

環
境
整
備
事
業

本
梅
川
堤
防
、
公
園
、
駐
車

場
の
草
刈
り
や
清
掃
を
し

ま
す
。　

６
月
上
旬　

午
前

８
時
か
ら　

全
戸
各
１
人

日

区
新
年
会

新
年
の
あ
い
さ
つ
な
ど
を

行
い
ま
す
。　

１
月
上
旬

　

正
午
か
ら　

松
熊
集
会

所　

全
戸
各
１
人

日所

区
墓
地
清
掃
活
動

墓
地
の
草
刈
り
や
通
路
清

掃
を
し
ま
す
。　

８
月
上
旬

　

午
前
８
時
か
ら　

墓
地

所
有
者

日

彼
岸
の
道
づ
く
り
（
９
月
）

道
路
沿
い
、
公
園
、
駐
車
場

の
清
掃
を
し
ま
す
。　

９
月

日

年
末
大
掃
除

集
会
所
の
建
物
内
外
を
清

掃
し
ま
す
。　

12
月　

午
前

９
時
～
11
時
頃　

全
戸
各

１
人

日

彼
岸
の
道
づ
く
り
（
３
月
）

道
路
沿
い
、
公
園
、
駐
車
場

大
祓
い
（
年
２
回
）

罪
や
過
ち
、心
身
の
穢
れ
を

拭
い
清
め
る
大
祓
い
神
事

を
惶
根
神
社
で
し
て
い
ま

す
。　

６
月
上
旬
、
12
月
上

旬　

区
民　

惶
根
神
社　

当
番
３
戸
に
て
準
備
し
ま

す
。

所

日

準

と
ん
ど
祭

　

１
月
上
旬　

午
前
10
時

か
ら　

惶
根
神
社　

区
民

日

所

区
内
の
団
体

子
ど
も
会

（
松
熊
、
あ
せ
び
、
大
内
合
同
）

子
ど
も
会（
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
が
所
属
）
で
は
、
集

団
登
校
の
見
守
り
や
夏
休

み
の
勉
強
会
、
親
睦
会
（
Ｂ

Ｂ
Ｑ
や
花
火
）
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、６
年
生
を
送
る
会
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。会
費
は

小
学
生
ひ
と
り
に
つ
き
年

３
０
０
０
円
。

全
16
軒
の
松
熊
区
で
は
、現
在
空
家
バ
ン
ク
等
の
取
り
組
み

を
区
全
体
で
進
め
て
お
り
ま
す
。こ
の
数
年
で
２
組
の
子
育

て
世
帯
が
移
住
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。皆
で
助
け
合
い
、協

力
し
て
土
地
を
守
り
暮
ら
し
て
い
る
、穏
や
か
で
風
通
し
の

良
い
地
区
で
す
。

■
神
社
・
講
等
の
行
事

■
区
民
の
出
役

■
区
の
会
議
等

区
総
会

総
会
で
事
業
や
会
計
の
報

告
を
し
ま
す
。　

３
月　

午
後
８
時
か
ら　

松
熊
集

会
所　

全
戸
各
１
人

日所

惶
根
神
社
前
の
参
道
。
写
真
右
に

公
園
が
あ
り
ま
す
。

の
清
掃
を
し
ま
す
。　

３
月

　

午
前
８
時
か
ら　

全
戸

各
１
人　

清
掃
後
に
次
年

度
役
員
選
挙
を
実
施 日

他

　

当
番
３
戸
に
て
準
備
し

ま
す
。

準

　

午
前
８
時
か
ら　

全
戸

各
１
人
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情
報
の
伝
達

正
副
区
長
が
各
戸
に
案
内

状
を
配
っ
て
情
報
を
伝
え

て
い
ま
す
。

区別の情報

【松熊区の役員】

区長

副区長

農家組合長

副農家組合長

惶根神社当番

女性部

決め方 任期

選挙

選挙

選挙

選挙

順番 （３戸で 1 組）

順番

1 年

1 年

1 年

1 年

3 年

1 年

役職

徴
収
の
方
法

集
金
は
年
３
回
、５
月
10
日
、

７
月
10
日
、11
月
10
日
の
午

後
８
時
か
ら
松
熊
集
会
所

に
て
行
わ
れ
、区
民
は
区
費

葬
儀
の
こ
と

訃
報

喪
主
か
ら
連
絡
を
受
け
た

区
長
が
、各
戸
に
訃
報
の
お

知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

　
　

区
か
ら
の
お
供
え

　
　

松
熊
区
民
に
ご
不
幸

　
　

が
あ
っ
た
際
は
、区
か

　
　

ら
生
花
を
お
供
え
し

　
　

て
い
ま
す
。

農
業
・
農
地

農
家
組
合
へ
の
加
入

農
地
の
所
有
者
や
耕
作
者

は
、農
家
組
合
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

除
草
と
水
路
そ
う
じ

ほ
か
の
農
地
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
水
路
の
そ
う

じ
、草
刈
り
を
数
回
す
る
こ

と
を
義
務
に
し
て
い
ま
す
。

及
び
自
治
会
費
等
を
持
参

し
ま
す
。

喫茶とベーグルのお店　ネコタ

2020 年に移住してこられたご家族が営む、ほっこり優しいカフェです。

亀岡のこだわり卵を使ったオムライスやデザート、テイクアウトで国産小

麦を使用したもっちりベーグルを販売しています。

斎
場
へ
の
移
動

喪
主
が
バ
ス
を
手
配
し
、

　
　

区
か
ら
斎
場
へ
行
き

　
　

ま
す
。
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　中野区

年
間
の
行
事

初
集
会

初
集
会
で
年
間
計
画
を
決

め
ま
す
。　

１
月
３
日　

午

後
６
時　

中
野
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー　

全
戸
各
１
人

日所

と
ん
ど

　

１
月　

八
幡
神
社　

区

民
全
員
。
た
だ
し
喪
中
の

人
は
欠
席　

区
長
が
た
き

火
を
準
備
し
ま
す
。

日

所
準

厄
神
祭

　

１
月
19
日　

午
前
７
時

か
ら　

八
幡
神
社　

全
戸

各
１
人
。た
だ
し
喪
中
の
人

は
欠
席　

本
殿
周
り
は
神

主
当
番
、
他
は
皆
で
準
備

　

有
り

日

所

準

総
集
会

総
集
会
で
は
、事
業
や
会
計

の
報
告
、次
年
度
役
員
選
出

を
し
ま
す
。　

３
月　

午

後
８
時　

中
野
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー　

全
戸
各
１
人

日

所

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

山
道
作
り

山
道
の
確
保
を
３
班
に
分

か
れ
て
し
ま
す
。荒
天
は
中

止
。　

９
月　

全
戸
各
１
人

日

秋
の
溝
さ
ら
え

伊
根
ぬ
き

水
路
を
掃
除
し
、川
の
せ
き

止
め
を
外
し
ま
す
。　

９
月

　

午
前
８
時
か
ら
３
時
間

程
度　

全
戸
各
１
人　

ス

コ
ッ
プ
、
ジ
ョ
ー
レ
ン
、
ク

ワ　

パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー

日

区
有
林
下
刈
り

区
有
林
の
下
草
刈
り
や
間

伐
を
し
ま
す
。　

12
月　

半
日　

全
戸
各
１
人

日

八
幡
神
社
清
掃

厄
神
祭
の
前
に
、八
幡
神
社

の
掃
除
を
し
ま
す
。　

１
月

　

午
前
８
時
か
ら　

全
戸

各
１
人　

ノ
コ
ギ
リ
、カ
マ
、

ホ
ウ
キ
、
草
刈
機

日

春
の
溝
さ
ら
え

ト
ユ
清
掃

用
水
路
と
セ
ン
タ
ー
の
ト

ユ
の
掃
除
。　

３
月　

午

※
伊
根
せ
き

土
の
う
で
川
を
止
め
て
用

水
路
に
水
を
流
し
ま
す
。

　

４
月　

午
前
９
時
か
ら

３
時
間
程
度　

全
戸
各
１

人　

ス
コ
ッ
プ
、ツ
ル
ハ
シ

　

パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー　

区
民

は
必
ず
出
役
。入
作
小
作
の

人
は
５
０
０
０
円

日

不

１

全
戸
11
軒
の
少
数
区
で
す
が
、区
長
、農
家
組
合
を
中
心
に
皆

が
協
力
し
、農
地
、山
、土
地
の
保
全
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

伊
勢
講

以
前
は
お
伊
勢
さ
ん
に
お

参
り
し
て
い
ま
し
た
が
、現

在
は
中
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
神
事
を
行
い
、そ
の

後
懇
親
会
を
し
ま
す
。ま
た

３
年
ご
と
に
積
立
金
で
旅

行
し
ま
す
。　

11
月　

全
戸

各
１
人　

伊
勢
講
当
番
２

人　

移
住
者
で
も
講
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日

準

他

■
区
民
の
出
役

■
区
の
会
議
等

■
神
社
・
講
等
の
行
事

前
８
時
か
ら
３
時
間
程
度

　

全
戸
各
１
人　

ス
コ
ッ

プ
、ク
ワ　

パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー

　

区
民
は
必
ず
出
役
。入
作

小
作
の
人
は
５
０
０
０
円

日

不戸
各
１
人　

草
刈
機
、
鎌
、

熊
手　

パ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー

　

ど
ぼ
ん
は
、場
所
の
名
称
。

他 ど
ぼ
ん
等
の
草
刈
り

ど
ぼ
ん
周
辺
の
草
刈
り
を

し
ま
す
。　

８
月　

午
前

日

７
時
30
分
か
ら
半
日　

全
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情
報
の
伝
達

正
副
区
長
か
ら
チ
ラ
シ
な

ど
で
情
報
を
伝
え
ま
す
。

区別の情報

【中野区の役員】

区長

副区長

女性部

　

　

農家組合長

副農家組合長

寺当番

宮当番

神主当番

水利委員

役割 決め方 任期

区の全般

区長の補佐

区の婦人部代表を兼任。

任期前の１年は区の会

計を務めます。

農業関連

組合長の補佐

寺の通信

宮の世話

厄神祭の取り仕切り

水利の管理

1 年

1 年

1 年

　

1 年

1 年

1 年

3 年

1 年

1 年

役職

徴
収
の
方
法

区
費
等
の
支
払
は
持
参
で
、

集
金
日
（
毎
月
24
日
）
に
ふ

葬
儀
の
こ
と

訃
報

喪
主
か
ら
連
絡
を
受
け
た

正
副
区
長
が
各
戸
に
訃
報

を
伝
え
ま
す
。

斎
場
へ
の
移
動

喪
主
が
バ
ス
を
手
配
し
、

※1 伊根 ： 田んぼに水を送るために用水をせき止める口を、この地域では「伊根（いね）」と呼びます。

香
典

香
典
は
告
別
式
の
受
付
で

渡
し
ま
す
。

香
典
返
し

区
内
で
の
香
典
返
し
は
、

し
な
い
よ
う
申
し
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
持
っ
て

行
き
ま
す
。持
っ
て
い
け
な

い
時
は
、ご
近
所
の
方
に
預

け
ま
す
。ま
た
区
内
の
空
き

家
持
ち
主
等
は
振
込
に
て

支
払
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

共
聴
ア
ン
テ
ナ
の
使
用
料

年
１
２
０
０
円
は
12
月
の

集
金
日
で
支
払
い
ま
す
。

選挙

選挙

順番

選挙

選挙

順番

順番

順番

推選

毎
年
中
野
区
み
ん
な
で
花
を
植

え
て
い
ま
す
。

区
か
ら
斎
場
へ
移
動
し
ま

す
。
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 東大谷区

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

年
間
の
行
事

東
本
梅
町
の
中
で
一
番
世
帯
数
の
少
な
い
区
で
、「
住
み
や

す
い
」「
移
住
し
や
す
い
」を
テ
ー
マ
に
町
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
小
さ
な
区
で
す
が
、
区
民
み
な
が
力
を
合
わ
せ
運
営

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

■
区
の
会
議
等

■
区
民
の
出
役

３
月
総
会

３
月
の
総
会
で
は
、会
計
報

告
と
連
絡
・
協
議
、次
年
度

役
員
選
出
を
し
ま
す
。　

３
月
下　

午
後
８
時
か
ら 日

東
大
谷
会
所
清
掃
、

区
民
会
合
（
年
５
回
）

会
所
清
掃
と
、自
治
会
か
ら

の
連
絡
・
決
定
事
項
の
相

談
な
ど
。　

偶
数
月
（
２
月

を
除
く
）
の
第
一
日
曜
日

　

午
前
８
時　

全
戸
各
１

人　

草
刈
り
機
ま
た
は
草

日

引
き
道
具　

５
０
０
円

不

寺
環
境
整
備

東
大
谷
と
南
大
谷
の
合
同

区
行
事
と
し
て
、環
境
整
備

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の

作
業
は
両
区
の
交
流
と
い

う
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

　

５
月
５
日　

午
前
８
時

か
ら　

全
戸
各
１
人　

区

の
歴
史
的
事
情
で
区
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、檀
家

行
事
と
し
て
区
行
事
か
ら

の
除
外
を
検

討
中
で
す
。

日

他

考
え
中

夏
越
大
祓
い

　

７
月　

午
前
10
時
か
ら

　

区
長
、氏
子
、神
社
役
員

日新
嘗
祭

　

11
月　

午
前
10
時
か
ら

　

区
長
、氏
子
、神
社
役
員

日 新
年
拝
賀
式

　

２
月　

午
前
10
時
か
ら

　

区
長
、氏
子
、神
社
役
員

日 ■
薮
田
神
社
の
行
事

例
大
祭

　

10
月　

午
前
10
時
か
ら

　

区
長
、氏
子
、神
社
役
員

日

　

11
月　

午
前
８
時
か
ら

　

全
戸
各
１
人
、神
社
役
員

　

草
刈
り
機
ま
た
は
草
引

き
道
具　

１
５
０
０
円

日

不

薮
田
神
社
清
掃

神
社
内
の
清
掃
を
し
ま
す
。

新
年
拝
賀
式

　

１
月　

午
前
９
時
か
ら

日
　

薮
田
神
社　

区
長
、
区

民
、
神
社
役
員

所 ■
氏
子
行
事

氏
子
総
会

　

１
月　

午
前
９
時
か
ら

日
　

薮
田
神
社　

区
長
、
区

民
、
神
社
役
員

所

※

神
社
の
運
営
は
氏
子
に
よ
り
行
わ

　　
れ
ま
す
が
、移
住
者
が
氏
子
に
な
る

　　
な
ら
な
い
は
自
由
で
す
。氏
子
で
な

　　
く
て
も
神
社
へ
の
参
拝
は
自
由
で
す
。

年
越
大
祓
い

　

12
月　

午
前
10
時
か
ら

　

区
長
、
神
社
役
員

日

環
境
整
備

里
道
、用
排
水
路
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
ま
す
。　

春
・

秋
分
の
日
も
し
く
は
前
後

の
休
日　

午
前
８
時
か
ら

　

全
戸
各
１
人

日

地域保全会による草刈り
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ラ
も
し
く
は
電
話
で
各
戸

に
伝
え
ま
す
。

区別の情報

【東大谷区の役員】

区長

副区長

女性部

決め方 任期

おおむね順番

おおむね順番

おおむね順番

1 年

1 年

1 年

役職

徴
収
の
方
法

区
費
、
自
治
会
費
、
テ
レ
ビ

共
聴
費
等
は
総
会
に
持
参

し
ま
す
。募
金
等
は
区
長
が

依
頼
、
集
金
し
ま
す
。

神
社
費
、寺
護
持
会
費
は
各

総
代
が
集
金
し
ま
す
。

葬
儀
の
こ
と

訃
報

喪
主
→
区
長
→
区
民
の
順

で
訃
報
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

区
内
の
団
体

地
域
保
全
会

区
民
有
志
で
、地
域
保
全
の

た
め
、
里
道
・
水
路
清
掃
、

改
修
、草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。作
業
出
役
者
に
は

日
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

隣
接
公
有
地
の
管
理

自
宅
、
所
有
地
に
公
有
地

（
里
道
、水
路
な
ど
）が
隣
接

し
て
あ
る
と
き
は
、当
該
公

有
地
の
日
常
的
な
管
理（
草

刈
り
、
清
掃
な
ど
）
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

強
いル

ー
ル

農
業
・
農
地

農
家
組
合
へ
の
加
入

農
地
所
有
者
や
耕
作
者
は
、

農
家
組
合
へ
の
加
入
と
共

有
部
分
の
草
刈
り
な
ど
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
利
組
合
へ
の
加
入

農
地
が
水
田
の
場
合
は
、農

家
組
合
だ
け
で
な
く
、水
利

組
合
に
も
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
浄
光
寺
護
持
会
行
事

環
境
整
備
作
業
（
12
月
）

新
年
参
詣
前
の
作
業
（
本

堂
お
よ
び
境
内
清
掃
な
ど
） 

　

７
月　

檀
家

※

お
寺
に
供
養
を
希
望
さ
れ
る
方
は

   

檀
家
と
し
て
護
持
会
へ
入
会
す
る

   

必
要
が
あ
り
、
位
牌
堂
へ
位
牌
を

   

祭
り
、
境
内
に
お
墓
を
持
ち
、
住

   

職
に
催
事
を
催
事
を
行
っ
て
も
ら

   
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

斎
場
へ
の
移
動

喪
主
が
バ
ス
を
手
配
し
、

区
か
ら
斎
場
へ
行
き
ま
す
。

手
伝
い

喪
主
か
ら
の
要
請
で
、
区

長
は
葬
儀
委
員
長
、区
民
は

受
付
等
を
手
伝
い
し
ま
す
。

情
報
の
伝
達

役
員
が
年
間
行
事
予
定
表

を
各
戸
に
配
布
す
る
ほ
か
、

集
会
所
清
掃
時
に
連
絡
伝

達
し
ま
す
。臨
時
連
絡
は
ビ

新
年
参
詣

護
持
会
総
会

　

１
月
１
日　

午
前
11
時

か
ら　

檀
家　

法
要
後
、

護
持
会
総
会
。

日

他

施
餓
鬼
法
要

在
郷
の
全
檀
家
に
よ
る
施

餓
鬼
法
要　

８
月
10
日　

午
前
10
時
か
ら　

檀
家

日

環
境
整
備
作
業
（
７
月
）

施
餓
鬼
前
の
作
業（
掃
除
や

草
刈
り
、
植
栽
剪
定
な
ど
）

　

７
月　

檀
家 

日

日
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 生子田区

年
間
の
行
事

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

区
総
会
（
４
月
）

年
間
の
事
業
計
画
と
予
算

計
画
の
審
議
を
し
ま
す
。

　

４
月　

午
前
９
時
か
ら

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

全
戸
各
１
人

所 日区
総
会
（
３
月
）

年
間
の
事
業
報
告
と
会
計

報
告
を
し
ま
す
。　

３
月

　

午
前
９
時
か
ら　

ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

全
戸
各

１
人

日所

区
内
清
掃
（
６
月
）

区
内
の
除
草
作
業
を
し
ま

す
。　

６
月　

午
前
８
時
～

10
時　

全
戸
各
１
人　

草

刈
機
、掃
除
道
具　

お
茶　

５
０
０
円

日

不

区
内
清
掃
（
９
月
）

区
内
の
除
草
作
業
を
し
ま

す
。　

９
月　

午
前
８
時
～

10
時　

全
戸
各
１
人　

草

刈
機
、掃
除
道
具　

お
茶　

５
０
０
円

日

不

生
子
田
区
は
１
９
９
０
年
～
２
０
０
０
年
ご
ろ
に
建
て
ら

れ
た
家
が
多
く
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
他
の
地
域
か
ら
の

移
住
者
で
、
東
本
梅
町
の
中
で
は
新
し
い
区
で
す
。

ま
た
、
西
側
で
は
夕
日
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

生
子
田
区
の
西
側
か
ら
見
え
る
夕
日
の
景
色

■
区
の
会
議
等

■
区
民
の
出
役

28



情
報
の
伝
達

書
面
や
回
覧
板
が
各
戸
に

配
ら
れ
る
ほ
か
、
電
話
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
区
の

連
絡
網
で
情
報
が
伝
わ
り

ま
す
。

区別の情報

【生子田区の役員】

区長

副区長

会計監査 ２人

女性部

役割 決め方 任期

入居順

入居順

前正副区長

おおむね順番

自治会事業の区代表

区の事業執行

会計監査

自治会役員

1 年

1 年

1 年

1 年

役職

徴
収
の
方
法

区
長
が
各
世
帯
を
回
り
、

区
費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
。

葬
儀
の
こ
と

訃
報

基
本
的
に
は
、喪
主
か
ら
連

絡
を
受
け
た
区
長
が
各
戸

に
訃
報
を
伝
え
ま
す
。

斎
場
へ
の
移
動

斎
場
へ
の
移
動
は
、
特
に

慣
例
な
ど
な
く
、自
主
行
動

と
な
り
ま
す
。

香
典

区
か
ら
５
０
０
０
円
の
香

典
を
し
ま
す
。個
人
か
ら
は

任
意
で
し
て
い
ま
す
。

生
子
田
の
ま
ち
な
み
。
１
９
９
０
年
以
降
に
建
て
ら
れ
た
家
が
多
い
。
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 あせび区

凡例 実施場所実施時間 参加対象実施月等 持参する物所日

担当者による準備等 その他準 他

不参加金等 慰労会がある取り組み参加者へ報酬や支給される物 不

あ
せ
び
区
は
、
１
９
８
０
年
代
に
「
馬
酔
木
の
郷
」
の
呼
称

で
宅
地
分
譲
さ
れ
、
居
住
者
と
別
荘
所
有
者
が
共
存
し
て

き
た
地
域
で
す
。
他
の
地
域
か
ら
の
移
住
者
が
ほ
と
ん
ど

で
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
考
え
方
、
時
間
の
過
ご
し
方
は
そ
れ

ぞ
れ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
住
ま
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
居
心

地
の
良
さ
を
感
じ
、
平
穏
に
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

あ
せ
び
の
景
観

景
観
を
守
る
た
め
に「
境
界

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
設
け

ず
木
製
フ
ェ
ン
ス
や
生
垣
」

「
外
壁
は
自
然
素
材
」
と
い

う
よ
う
な
取
り
決
め
が
開

発
当
時
に
あ
り
、街
並
み
は

避
暑
地
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
。半
数
近
く
の

家
で
薪
ス
ト
ー
ブ
が
焚
か

れ
、犬
や
猫
の
ペ
ッ
ト
と
一

緒
に
暮
ら
し
、菜
園
や
農
業

に
い
そ
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

※ ブロック長や班長の役
職はありません。

あせび区

Aブロック

1班 2班

Bブロック

1班 2班

【エリアの構成】

団
登
校
の
見
守
り
や
夏
休

み
の
勉
強
会
、
親
睦
会
（
Ｂ

Ｂ
Ｑ
や
花
火
）
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、６
年
生
を
送
る
会
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。会
費
は

小
学
生
ひ
と
り
に
つ
き
年

３
０
０
０
円
。

区
内
清
掃
（
年
４
回
）

草
刈
り
、
側
溝
の
落
ち
葉
、

汚
泥
の
除
去
を
し
ま
す
。

　

６
月
初
旬
、
８
月
下
旬
、

12
月
下
旬
、
３
月
下
旬
の

い
ず
れ
も
日
曜
日　

午
前

８
時
～
９
時　

区
民
有
志

日
　

草
刈
り
機
、清
掃
器
具
な

ど　

飲
料
、草
刈
機
の
燃
料

区
内
の
団
体

子
ど
も
会

（
あ
せ
び
、
大
内
、
松
熊
合
同
）

子
ど
も
会（
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
が
所
属
）
で
は
、
集

区
か
ら
の
お
供
え

個
人
の
香
典
と
は
別
に
、あ

せ
び
区
自
治
会
よ
り
お
供

え（
樒
１
対
、５
０
０
０
円
）

を
し
ま
す
。自
治
会
へ
の
香

典
返
し
は
し
ま
せ
ん
。

葬
儀
の
こ
と

訃
報

喪
主
か
ら
連
絡
を
受
け
た

区
長
が
会
員
各
戸
に
お
知

ら
せ
を
投
函
し
ま
す
。

手
伝
い

要
請
が
あ
れ
ば
、あ
せ
び
区

自
治
会
で
葬
儀
等
の
執
行

に
協
力
し
ま
す
。

年
間
の
行
事

区
総
会

　

５
月
第
２
土
曜
日
頃　

午
後
７
時
～
８
時　

あ
せ

び
の
郷
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

全
戸
各
１
人

所

日

避
暑
地
の
よ
う
な
景
観

■
区
民
の
出
役

■
区
の
会
議
等
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イ
ン
フ
ラ

２
０
１
１
年
に
地
域
を
管

理
運
営
し
て
い
た
会
社
が

倒
産
し
ま
し
た
が
、
道
路
、

上
水
道
、
集
中
プ
ロ
パ
ン

設
備
、
ご
み
収
集
所
な
ど

を
以
前
同
様
使
え
る
よ
う

に
、そ
れ
ら
財
産
を※

認
可

地
縁
団
体
「
東
本
梅
町
あ

せ
び
区
自
治
会
」
で
取
得

区別の情報

【あせび区の役員】

区長

副区長

監事

女性部

役割 決め方 任期

輪番

輪番

輪番

輪番

区を代表し、総括

区長の補佐。必要時に代行

区の会計

会計及び業務の監査

自治会役員

1 年

1 年

1 年

1 年

役職

徴
収
の
方
法

建
物
所
有
者
ま
た
は
居
住

者
は
組
合
に
加
入
し
、管
理

費
（
月
４
０
０
０
円
）
と
修

繕
積
立
金
（
月
６
０
０
０

円
）
を
支
払
い
ま
す
。

居
住
者
は
自
治
会
に
加
入

し
、13
ペ
ー
ジ
あ
る
自
治
会

費
や
区
費
等
を
組
合
の
一

般
会
計
か
ら
一
括
し
て
拠

出
し
て
い
ま
す
。

※1　認可地縁団体 ： 法手続きを経て法人格を得た自治会、町内会等（一定の区域に住所を有し、

　 　 　 広く地域社会の維持、形成を行い、地域的な共同活動を行っている団体）のことをいいます。

※2　亀岡市準市道 ： 準市道に認定されることで、亀岡市の補助等の対象道路となります。

情
報
の
伝
達

区
民
へ
の
連
絡
は
、
書
面

を
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
伝

え
て
い
ま
す
。

し
、「
あ
せ
び
の
郷
管
理
組

合
」を
作
っ
て
自
治
会
と
で

共
同
運
営
し
て
い
ま
す
。

上
水
道

上
水
の
簡
易
専
用
水
道
は

組
合
の
管
理
で
す
が
、亀
岡

市
の
上
水
を
引
き
込
ん
で

い
る
た
め
、入
居
時
は
市
上

水
道
に
も
加
入
が
必
要
で
す
。

電
動
ポ
ン
プ
で
各
戸
に
給

水
し
て
い
る
た
め
、停
電
時

に
水
道
が
止
ま
り
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
の
立
水

栓
で
上
水
の
供
給
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
上
水
道

の
市
移
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、本
管
敷
設
の
必
要

考
え
中

Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ

共
聴
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
が
山

に
立
っ
て
い
ま
す
が
、映
り

の
悪
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
あ

り
、完
全
な
視
聴
を
望
ま
れ

る
方
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

営
業
は
禁
止

物
販
や
飲
食
店
な
ど
不
特

定
多
数
の
方
が
出
入
り
す

る
営
業
行
為
は
基
本
的
に

禁
止
し
て
い
ま
す
。

集
中
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

集
中
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
設
備

は
、開
発
初
期
に
施
工
さ
れ

た
ま
ま
で
、経
過
年
月
か
ら

推
測
す
る
と
老
朽
化
に
よ

り
今
後
こ
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

か
は
不
明
な
状
況
で
す
。

１

区
内
の
道
路

市
道
か
ら
区
内
へ
通
ず
る

道
は
私
有
道
路
で
す
が
、

区
内
の
道
は※

亀
岡
市
準
市

道
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

が
あ
り
負
担
金
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

あせびの郷クラブハウス
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東本梅町
 四季折々のよそおい
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電話帳

困ったことがあれば、区長やご近所さん、自治会にご相談ください。

 

亀岡市役所ふるさと創生課 0771-25-5060

森の自然こども園東本梅 0771-26-2505

青野小学校  0771-26-2004

育親中学校  0771-26-2007

亀岡市子育て世代包括支援センター 0771-55-9150

亀岡市立病院  0771-25-7313

京都中部総合医療センター 0771-42-2510

宮前診療所  0771-26-2002

宮前駐在所  0771-26-2009

JA 京都 亀岡西部支店 0771-26-2006

区長＿＿＿＿＿＿＿＿＿

農家組合長＿＿＿＿＿＿

このページは、東本梅町で知り合った

人、同じ区の人などをどんどん追記し

てお使いください。

（東本梅町自治会）
0771-26-2504東本梅町ふれあいセンター
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